








要約:  双子の母親 123 人、ならびに三つ子の母観 96 人に対し、育児上の問題点と母親の

疲労の実態について調査し、以下の結果を得た。

1)双胎出生した児が何らかの障害を有する比率は 4.9%であったのに対し、三つ子では 9.7%

が障害を有していた。また、双子のペアのうち少なくとも 1 人が障害を有する率は約 10%

で、三つ子では約 25%であった。

2)O 歳児を持つ三つ子の母親では、他の年齢の児を持つ母親に比較して睡眠時間が短く、

夜間に 2回以上起きる者の比率も高く、重度の睡眠不足の訴えが高い傾向が有意にみられ

た。また、双子の母親においても、三つ子の母親と同様の傾向がみられた。

3)多胎児以外の上下の兄弟の世話をする時間的余裕については、0 歳児から 2 歳児を持つ

母親の 70%が双子・三つ子とも余りないから全くないと回答していた。しかし、双子が 3

歳以上になると 86.7%の母親が他の兄弟の世話をする時問がある又は十分あると回答して

いた。これに対し、三つ子では 3歳以上になっても他の兄弟の世話をする時間がある、又

は十分あると回答した者は 58.3%にとどまっていた。

4)育児協力者のいない母親は、育児協力者のいる母親に比較して双子、三つ子とも身体面

で有意に重度の疲労感を訴えていた。また、これらの母親における身体面での疲労感は双

子や三つ子が 3歳以上になると身体面での疲労感の訴えが改善する傾向がみられた。


